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コンピューダ.アート’危称は昔寸､ タよく葱ウ玖ておク 、 ＊たコンピユータカv生

成’た音楽ぞ綴は，配に計算機の専門家以外②人'ゞも広く笑区加h犬’て,､る，実
際↑計算機紙生税’六徴も見勺と ，人間力､､生粛’六念とは随分と趣きｶﾞ異な均も
のて､あり ‘知ゥな､､人lま計算機も本割く進歩’ たものだと雷く 。 しｳ､し ‘音調才
ともかくも＄絵画|こぉ､､てば現だの計算機は到底〃知灼Ⅲ とは呼べ#v､ 。従来
のコンピュータ,アート 't ,"¥機紙生戎’六のて"はなく 計算機を道具と ’ て人
間'こ上うて生茨さ求たと､､ うべさであﾉ:, ．即ゥ ，計算機は芙彊判断すゎ能力を全
くとちって上いぼとⅧ持ってし､Wrv､のて‘'あ々・

美＃と，｡概念を計鼎機て扱うのは，人エ捧能の向題と ｛てば非津(こ撰味あるチ
ーマて"ある。 その割|こ研聡例ｸ妙なvへの(＊》 美ｳ岬卜常'て漠然と ’た概念であソ計
算機処理|こは通さなv､ ‘ と眺於短絡す〃か今て"あろうが？ あるい'ｵ 、難し過
ぎ"ャと敬遠ミれたのT'あろうｳ､？ 肇渚ウ小知な眼ソて"は、獅躯の乳状は、画ｨ泉
|息対する丈戎的勺析ぅ趣利用｛ て ，絵画'てあ､け々美モ分村｛ てv､吟段P皆であつ ~(，
未痕Ⅲ美しv､ ''絵を生筑すりと‘ , ラ段階'≦ {ま至うていない。拳鞭告て" (*′我だ(ま
未熟なす宏工" |すぁ〃ｩ､､ 絵を生興す噌こと遭訓〃わ。但し‘現涯句とミウ、扱う
の(ま絵の構図だけて"あソ 、細郡構造とｳ、詮かきめI端えない.総(ゞお､､ては
椎図ばきず最初ド決定寺爪乃くぎ'“て"あわのか噸らず" (%Iこ とって策も重零な
,性驚て､あ方かウであわ。

板､､を構図だ(↑|逗眼っても ，魂吏の絵画でば多数の場合状あ〃。 そこて" 1本叛
楊では‘絵画の構成蕗索|*稲氷と重み於与えぅれた洞限個の物体【"あるとずる・
この澗単化のbとて'は‘ ＃ゞへ構図とば 与えタ水大物体をぃ力､ |､美しく働噸ヅゐ
ｳ、て"勿珍． この向題'、対’ て我尺ば，物体の位置を変数とする11Be"ty関数”

舞翼憲鐡化i謝鱗灘鶏琳撫懸遡灘篭
迷べ’第Ⅱ節て､糸勘の分析法とそ｡)結果を崎Ⅲ蹄て"Be4',tt;関数の決定と構図
の生式玄を与えや．我疋のガ法のテストは第1V節で行い， その籍果を踏手えて ‘
第V群て､6“崎関数を再検討'て ‘今後の獅吃の可阿を述べたv､・

I,%!ﾐ対すや鑿本職略
我,zは‘美しい構図Iﾐは共通の特徴(あみ､､｛命、鏡ﾌかの特徴のラウの一つ）
が､あゐと芳える。 この芳えばホくの人の反発を拓く ：美と(ｵ極めて主観的な施念
て､あり ，美lﾐ茨通の特徴なとⅧぁクはLなv､ と。 しかし，美人は大抵の人力､､見て美
しし、と、､ 7 と とは、美の基奉状主観的と 1 1うふソも震澱的て'あ方ととを示（てい
ゐといえよう 。 （美の基套と ''好き嫌v､ Ⅲ の基準に性慾。後方は前芳'こ比較’て
は海ｩ､|ﾐ主観的零素状強ぃ． ） そ《て" ，我だの基糸鐵略(す、多錘かう共通の持
徴を抽出し‘ それウモ美のに零条件と ’ て銭過生燕↓ようと‘,うどとて､あみ。共
通鈴特徴控満たすミセカ咳の十分条件て"あｵLは"申し分ないｵv，符徴の柚虫オ玄を
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上(￥と"工夫Lないと十ヶ条件l*得タハい､て"あう7°
この戦略も考梁握例(ことうて具体的{こ説明’よ う ． t過時間産棟とし , +(t)

メロディ を表わすとすや, ff又)のブーソェ霞換も？(ゾ)ﾉvは振動鉄とすぞ。 #<
知ウ航犬ノロテ"イ の耐､かり勝手(こ運ん虎一つを＋と ’て〃 ？直計算す水ば､ ，比
較的応v､晩園の lvl の値ド対’ て

l Re？(v） ｜ 》 ’ 1凧7(v) ｜≦7，／'9| 、 （1）

なる関係が､成立すゐこと杙わがる。 ざう lこ ， ＄（v)の高振動数評分(≠,|､ざし、こと
力w認胡ウオ(や，従って ｝ こ肌ウの任質(す‘ 上v､メロデ‘ィ の災通り特徴て"ぁク ！ よ
い／ロディて‘あわため|こ(ま、 こボケの椎曾斌'満足され*喰零が"々と造えり机点
この ことウ､ウ 、 ミボウの柱曾力Y満足さ氷やよう (ミメロデ､ィ生戎過アルゴリズ'ム化
すｵLIt" , 顔耒上フ穴メロディは， たとえI#､ランダムド生煎’たメロデ､イなど､ |ﾐ比
べ方と ， |才均か|ごい、もの |、＃うていゐて"ぁ吟ぅ。勿論ノ甚術柱の繕いメロテ"ィ
を生成すゎ(こは上述の性瞥だ'↑て"は矛十分な公は明タケ、て"，繩かい扱時のイン
プリメンテイションカY& ll』唾て"あ〃， しｩ､し 、 よ､､メロデ‘ィて"あるための最も基李

的な柱恥組込心ことば‘ それ辰けて‘計算機{ご卜榊の知性を植え付け々こ上 |ミ
なな。

危画・特徴も抽獅カガ汝硴え”，音楽では‘省匂詣低（と強弱）”比鮫
的短い時向内の変化と長い時向間隔での純一力ぐ， 亨ケ処理の討泉となな，従うて
フーソェ逆換鐵縦有勧＊手戎て"あわこと州､わか〃． 一可，繪画の構図も茨切寺こ
とば、正赤荊ド近いキヤンバ､ス.』二(こ ） キャンバスの大きさ ｜冒比’ て極端に,j､さく

ない主零構戎零煮（せ､､ぜい lO個程度）を配置することてⅧあｿ 、堅向の釣ｸ合
い，全体と部分との調淑，統一の中の変化＊と"ｳや重霊な忽理の対象とな〃。従っ
て ， フーリエ礎換は禰効な手玖と (端之今爪ず，命年の解析茨榊最も適当と考え
ウ氷々，即吟 ‘糸画を孑の主な構蔚零余のキャンバス上(zjj, iγろ分年という観点、
ｳ､ウ分村し、零索の分挿の平均値，分蔽‘共分散など'の諾量て‘名画も特徴プ恥
7と 、､うのて"あみ。

皿．多画の介祈
我屈は未だ11色‘ を扱う ＄でい(*至っていないのて" ，絵画の分村(§おいても ！
白塁の絃と ’ て令村’た。

横座棟をえ，縦座標を￥とし ， キャンバスは －1≦x≦1 ） －1≦I≦1 の正方
形(こ規絡化すわ． （更畷の績画は正す冊キャンバスて“＃い4と ｳw〈押勺だｳや そ
の場令は縦_可ｰ何と横方何ｨ"は伸繍係数も変えて規務化す八ぱ$､/､ . ) 座標患（
又， ；） ｜ﾐおけ方絵の漂う堤度を＋（工,￥） とすｵLは､ ｝ 白黒の絵画は，寵愛淘教
f(工,1 )て､記述さIK";

+ (xﾉ W)z0 ノ ー1≦ ﾉ＃≦1.

実際今絵を＋（ズノV） (こ亜摸する(こは、絵をPictureMi?ltl7erで読めばj､八・
浴尺②絵|ﾐは、全体的(ﾐ穏､、とｳ､ ，走v､とｳ､のパイアスバかｼ､うていや。 そこてソ
憲夏関数f!才績ケ値b<"l lﾐなるよう 'て現柊化’ てバイアスを除< ;

"}(x,w)J"'='
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構図モケ材すゎと､｝ ぅ栽尺のW-(こ(ま↑濃度の規格化(こ加乙て， マウ '､ 、 もラ
ーフの荊処運が隆韓であ方。即ち締図を樵次する主零構戎物の抽出であゐ。 ご
ｵL過激霞'て笈行す〃の{癖夏雑i二拠理プロ7"ﾗﾉﾍ色'史､雰こすゐのて" ，我疋は厳霧て’
は恥､力崎便なガ>韮用､ﾊ六・ j讃更関数fの分紋を『ユとすぅ：

I_I I_| { +(x'')-' }'"岬 (3)『Z-=

（fの平均値は1て"あやととドラ主意。 ） ‘‐j､'大きいと ，銭の濃淡派(すうさり L
てお1 ，念の構戊零常力､､ {キラき’ と区別て"さ〃。逆にケカY'1､さいと，絵の湶菱（
はっきり l#'$ 。 そこて､ ，爆度間数他その分敵（ほぼ一足の値'ミケヶよう 'ﾐ変
換す〃（言いが之§と ，濃淡のコントラストを規綣化すわ） 。次弐I§与えウナ↑ と
ﾅｭ伏吏核後の嘱更関放て"あな：

｜箒｣¥"‘職舞'一』『‘ “Ⅷ＋,（工》W)=

（2『， if ナ>1+ぴ，
“）

’’一'≠『 |i lま『乗1-O､- ,f1(x,W) =

(“後"航蝋f, [fl ,:j (2)&満足す…,層再規樹酎". ) ﾅ,(#"
節度_陶数ナも ，平均値ｳ､ウュ0-以上ｳ．れ犬榊を〃ﾂ念て ，戒フ脆令も0'､タ

40,,.向ド分布す“ラ |§ずヶ ｛大ものて‘ある。 チzitfl よク更'こ．〉トラストを
極立たせ方ようド ’た＄のであ〃， こ爪ドよ） ，漂度の茨v、構射零篭は切り稔て
ら氷乃からノ ンセオ〔ウ (す主零構粛零素とは見なさ汎な､、． （星､のバック 'ご白4主零
構熊物力噛ｩ、肌てぃ考絵'ま｝ 白夏､過逆転す弧ぱ*v､ 。 ）
Z=Z(ｴﾉW)をえと ；控唆数とヅ々あや変量とす勺時、囑度閥枚f(え》V) (､
対す吻zの平均値をE(z)で､糸わす：

｛’ |_I z(’-, z(ﾒ,"｝(x,"〃〃E(z)三
ノー1

ヶ秤論'ﾐぉ､､ては, Z=X47') 上と｝ (f頁てⅢなv､整数，の場合状最も童零て、あｸ，
その場合E(z)はモーメ〉卜又は稽幸とたイィォウれていみ．す（'ての次数のモー
メントを計算すなこと (丁 ， 2次元LelenJre直挺ｩ項式I．“す('ての展南係
波を計算すゐこと '怠等価挺'ｳ､ウ 、分布もすべて規定すみの(ﾐ券Lく ．2次麺フー
リエ愛換過すゐの |這卑価て｡あわ， しかし 、分布滞り経験(､よみと ，分杉の大雑把
な特徴(干低次卵モーーナント ↓例えば平均ｲ直と令散だけて､規定でさわ。従うて 、非
骸ド紛爽のモーメントは計蝉すみに零'すや､、
分村。ために用いた危画はえの鞄クて"ある（最後の二つ'す名勘の評価を受りて
いる訳で､はなぃか:､ ，比較のため(こ調べてみた） 。

Pl: 1'Thebirtho造venusIr byS. Botticelli,

P2: ''MonaLiza'' byL. DaVinCi,

P3: "MadonnawiththeGoldfinch'' byRaphaelSanzio,

P4: '0Livertyleadinqthepeople'' byE･ Delacroix,

P5: ''GrandeOdalisqUeo' byJ.A. Dominiquelngres"

P6: 'IThegleaners'' byJ.F. Millet,
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〃

P7: '0D6jeunersurl'herbe"byE・ Manet"

P8: 00Thestarrynユqht'' byV.V･ Gogh,

P99 '0SundayafternoonontheislandoflaGrandeJatteo' byG. Seurat,

PlO: ''Whiteprunesinthespring'' byOgataKorin,

Pll: ''Threemusicians'0 byP.Picasso,

P12: "Thegreatwave, fromthirty-sixviewsofMt. Fuji''byKatsushikaHokusai,

p13: "Wportrait"byM・ Sasaki,

P14: pUNemophila'' byM･ Sasaki，

耳こ爪タの金欠切絵I尽対’ て，嘱度関数f' とf2を許 し，種返り低次のモーメ
ントを計 ’た， 兇の維果を芋とめ夫の穴剥（次八P－ジ）て"あわ，表1 て，久妙e－
叫上熱｡"疹々・絵,､対,州弧汽 《塵)都ペビの俺,､対,て平
均l夫も②ていあソ ， ,ﾉ画ri4YlCe〆道I#，異フR桧｡楯1てu")E(z)のぼりつきで‘あみ．
J1 ｛こ対するvnYiance#リ fユド対すゎVnrinnCeの方力Y大きいd) I* , )'"fz｡
すｳ･耗溌のコントヲストバ＃りえきいかタて物わ，表1 1ﾐか､て, E(ズﾚｿc) 1#
父軸の周りて､'')えのモーメントを表わし} E(#ﾙズc)##軸の周りてuのチのモー
メント雀衆わ 『，
衆’ ャ､ク ，我々の分納ただ画で(*，モーメントの値(す絵(ミルて大差な､八§

卒と{バ､見てて赦〃・従うて ，糸1ド現巾淑ていウヶヮイ噸(*，尼画く這共血の縁徴
て"汎吟とみな’て上かうう 。 ミノKケの特徴のいくつかを列覚し ， その意，純方
薊”．
1 . E(x)s'o･ と氷ば，キャンバスの中心'こ対lて ，左方の童｣ﾅｳ呼衝｛てv、
るミセカY重孝て"あることを主張すわ，

2. E<W)a:-0･1 . これば｝全体の童Jナバキヤンパスの中心＃リややF1ﾐあノ ，
従うて、絃全体(嶬定慰力､あゐことの重零椎も主張する．
3. Efで)QzE(;ﾕ)ez 0.3+. -一様分布(ﾐ対’ て {* ,E(r)=E(f)=1/うて"易ウ
ミと端漁すわと ， これば念の欝或専細wキャンパスの全函'ﾐ倦力､れろべきて，
あとととも主形すわ。 （素人の振った人物写異のゲ<は，画顧の中心|､人ｬ聯
ポッンと/}､さく厚うてぃ々が、細(|群<ないことガャわかや。 ）但し，我厘の
分村て"仲，背景も構煎専煮噂升専さ札てしへ々ミセド莚鷺､や肚犬､､。

Ⅲ．構図の自動生菰アルゴ､ ソズム
煎 り緯果を基(て ，構図4自動 を識〃わ。但し，庇(てたぴた〆簡単化を行

撫色て"ぁ寮‘吟織"童縮繊瀦はそ噺
・てきたよう '亀 ノ本浄に渦､v､ても
の捌択セ重み縦与えりれろものとし ，計 尊、，機のなすべきごとは、 孑肌ヶい､かlミ
Ⅲ黒しくⅡ配置す々ｳ、て､禍〃とす々・
前静'ﾐおいて'すやや高次のモーメノト↓計 l灸恭，高次のモーメントかう極摸,州徴幡見跡涜“"・礎,r糸鯛『"鰔職"分 瀞徴誹肺〃蕊上て､！ ，又あわぃは＃の3次以上のモーメントを謹混す〃・残ｿの

xノ ガ ノ ズ匙′ ン2ノ エゲ ノスユザノx;ユノエ塁；Z)

x/(I+4r)ノ W/(1+4f)ノ淀/(1+4f)ノザ(1+4r)

f''la(こそ抓ｰそWLX',Z2, ' ･ ･ ノZIユ と略記すゐ， 飼節の緯果(&t,lu*",E(zL)2
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｝

1 (6)･xP{- ユ

2厩N(E(z4);脚》o-｣) 一／五の
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て､､之ぱ,E<z4)の値紙洩(ﾐ近い程， よい構図と 1 1うこ と縦

N(E(zi);ﾙﾉの）の積をBと表わし ''BeaIAtr開放W とﾉ各付Iナ
E(z4)だけに限っ
て，ざる。 そこて" ，

〃；

ゾユ

B(E(r,))･･･,E(z,1))=汀N(E");険,堀）
4=1

＝噛崗獣『曙E爵〃｝ (”
構戎零煮の揺状喧井力､与えりれていり我亙の鰯今， B I*すべての構成嫌鋤座
標の更関数と＃わ。従ｦて, Bを最大'ぐずや＃う'こ鳥構"<零素の座標を沃狗弧,ず
そ赦斌‘よい構図を与えるということ（て"さ々。
B状最大でぁ々ため(こ (す， Bの指数関数の『|放て‘‘あぅ次荊

6(E(Zi),-,E(z,z))=fCi(E(")-脚；Q三万『r↓ （『）
上壹1

ｩ畷!'､て｜.あれ'す"＃い・ この種の最'､化向題はよく獅職汎ておタ ，権職ダウ7" 1レ
ーチンも虎備’てし､〃。

以上て‘'数刻化{完菰’た訳て"あ勺が$ ，更廉ド構図も生賦”たy7 1こIT, l､くう
か吻吏際的向題へり対処去鋪えてお4りと零択あみ‘裏際問題とば，
'､, 、、くうか⑦構成群の位墨を固定1尺し、端'e-ｳ､榊あ榊

::溌蕊鱗雪鰯醗鶏械辮好る；
4．構成零素の数ｶW’､､時,最,l､化のためのサブ㈱ルーチンはう手<働ｳ,ないｳ､ ，
あぞv､は非幣(こ計算時向をIfj蕗とTjｳ。
向題’ と2は単絶て"あるか今 ， こぐて"'まとソあげ〃Vx。向題3は， 4の着ツ ,ミ
次角て"与え々関数庁を最,1､仏すゐミとに”解次さ八汐：

"(E(z!), ･…,E(zIz))=q(E(乞,),…,E(z,z))十cEE(zi'); (9)
z,3='vvIAx[Ix1-0.9＄ﾉ0]+'wI4x[IWI-0.9ケノ0].

ZI3はキャンバスの内評て}' 0で‘ 」縁かゥ外'ﾐ行く(ﾐうれて急細ﾐ欠きくす軸､ﾀ，
物体ｳ､キャンバス"外'こ配詮狄々のを押える効果を拝フ。第4の向題'*深刻て“
あ乃紙､ ,脚構成専索のう亨真'置重零咋も4 1手そう〃くなv､ごと'だ注耐れば､ 、
現更均に対処でき々・畑↑捨構噺零素を重さのIIEI二椿号付けてぁ‘き，最初,､ 1｣
2，…,”て"の零常だけて，恥最,'､化，次て､ 'ﾉ2,3も固定し， 4ノタ,6の蓮索E動力、
’て寄も最｜'､化ノ次'こはぢ， 6，7の零素を動か’て． ． ． という＃う |こ零素も配置
’てv､くめであゃ‘

両．更験

前静'ﾐ与えたア'し｡､リズムを二つの場合|､
系Ⅲ を茜慮’た吻合て",最! '､化肉教叶と （て

フ､、てテスト ’ てケた。
爽式の仇を用いた：

背一一一フはⅡ
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lユ 2

C:(E(zi)-泌上仇＝ ）Z ↓ ノ
ルニ1

cl=10ノ /41= 0．0
Cz= 7ノ 〆ユーー0.080
C3=40ノ ノ人3= 0･ユI
C牛＝韮， 〆4＝ 0‘ 30

Cざ＝肺ノ 〃『＝ 0，0

〔6＝”ノ 〃6二－0‘”5

Cクーョタ， 似〃== 0､O

Cg=70」 ノ人gニ リ'OTO

C9＝ 8， 〆ウニ 0‘O

C10=8, /f'｡＝－0,100
CII=40》 脾II= 0，”

Clz=3ぢ， ノ九1z= 0･32

パラメータαと股(す表1 かウ決めたも”て"あみ， もう一つはⅢ背予” を芳慮L
ない場合で，景,卜化関数と ’て針sを用､､夫｡68 (T6A と比べて ルルニリ･zf,

綿‘魚撚蛾『輔憲薪汚'ば撫総餓蕊
バスの縁(､近く灘置き爪てL¥い，誰オツさ欠v､た構図{ﾐなうてlまう ． 皇の
．とャ､ウ ，背景の重辱性がわかる。 ）
図1－‘しﾉb(R /背景を方慮’た場合の実験諺泉を示す。図|こおいて，隅の三角
部は熊と ’て固定さ）ll-，計算機は残クの王矛部も配置1た。三蜘沿キぴ正す
砂の大きざと重井(ま入カデ'一タと ’て与えた．図て､ I* !重み{ﾐ丈例1 て同IC剛も
描き重みを張堤’てあゎ，

図1－b図1－仇

可~~一一回一

回 圃

回
l当1回

園 韮I
ml

園． 回’
巨

回、

回些劃
賑二訶后1
風

一
一

’

画I 回’
斜
“~

－、

て固定し，他の四角形も関数印
･疹図艀の重叶'す¥の濃度(ﾐ‘

閥の三角耐硝景と ’
2用v､て配置（たもの

シ家現さ畝ていわ・
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図2－吟bには背諦鳶穂lない場合の実験綣果洲示’てあり．恥， この
合(こは，すべての正ｶｰ砂の位置が詠箪機I､＃うて未定された、 この維果もと､う
袖､'ｵ様々てⅢあjうぅ力W, 》例えばランダム|ﾐ配置’た構図Iﾐ比ぺ杁ぱ、 I報か|§
､､事は確力､て､ある。

場
祁
見
；

図2－久 図2－レ
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＝＝

ニー

ーニ

朧
■IL
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画
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皿I I

i旦I捌

風
■画 圖 L

l

回
＝＝＝＝

n ■

周

すべての函角形を関数6Bを
(背景端慮Lない場合）

用いて配置’六もの

さて、構図鋤基本はハ統一と変化りて卿あゐと吉ゎltていろ・就一状とポてv､な
mと，絵(才人に矛守慮ヤジr伏帥与える。 がというて、絵祇余り 'ﾐﾓﾉ整慾と統一
さ札すぎ‘てい〃と 、人はそめ絵|こ興味を示さないウ､，あや､､ (ずすぐ(造退愚’ てし
手う，我亙の更験例て"(す、変化は入力図諺(ﾐお'fや′様'性と ’て与えら泓てv,や
|ﾐすぎ､r､A o今の場合，入力図刑はすべて正す例か， あ彰､､はせいぜい三角砂洲

含手jLてv､ろだ，げて､､ ,霞化の経度は杵幣にﾘrなV,c図1あうv､は2が､ま､もしうv、
上戚じう爪な､､のはそのた袖て‘あぅ。
えこで図1あな､ﾊ'＃2と (『ぼ印条件下で‘ ,構図”迩化を強調{て斗子ラ．変
化を孜調す〃す法は， 色の対比を利用すゎ，非対称や不均衡なと"構図の統一一椎を
破る性質を導入するなど‘いう､、易あや。 ここで‘ (キ ，上述の実験緯果と比較するた
め,構灰零素の闇噸ド対す繩化'饅,卜限ドとと"め，一師”尊素の形択を変更L
て絵|ミ Ⅲ焦点'' を持たせ々こと |ﾐ上ク ‘啄化を強調す〃こと Iこすや．
図3－久ノb (次へ｡一ジ）と図4－ﾊﾌﾚ（次八F－ジ）は、図1-A,しと図2－

3撚鰄鯉雑悩纐野戦鶏誌寵墓向，
て",計算機峠ソ自動的'ﾐ配窪jt穴，黄金分割患lﾐ主零な零議配置すること
(、↓ツ ‘篠図|こ'澱化状､人胸的Iこ導入令肌たこと|こ＃ク ， さり|層彌状きがえ重み
を贈やいと |､”，人の目'ﾐは》fの硬化力Y強調さ氷絵(こ監之力､､導入寺ｵ(たこと
|ﾐ＊わ。 図1 ノ ュと比較漁と〃図3ノ牛の樽図祇はなｳ､(ﾐ優れてv､を心と状､索
人目に》↓く運解て'寺均。
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図3－b図3－＆
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圃 －
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回
’旧回

図1の二つ劇画賃耐をﾉ、角形|こ ’ て，着金令劉真|§固

定’たﾙｽ外は， 図1 と全<FI L"条件で'画数6Hk歩ソ蛇
の”闘禰を配置’六tの

図4－＆ 図4－b

Ｆ

ロ
｜
’

国 恒’

’
’

’
Ⅱ

回

回 回回 園 口 □
二三

図2の二つの匝角刑を八角孵に’ て 菅金介割意､ lこ固
定’た以外I羊， 図2と全く同じ､条件て"配置L氏もの

V. 芳濡
図1 ノ ユ {ﾐ与乙大構図ド対’ て ， 図3，4(こ与えた構図力ぐ何故＃いｳ、の理由を標
ララ 。 そのため，図3 ,41こお､､て ，王ﾉ、角形図耐を王方荊て"濯ぎ換えた場合も
想像すな． §の場合，構図'梱1，2ドら､け勺兇ｵL#クも変化Iこ富しで(まい〃もの
') 」 おもしぅさlま大評ケ粥澗’ て l手う ，特に》図3－＆(千統一力YAr!'lu@3"て
良<#v､と職L､副*と‘'て､あみ。 しﾔ､し ，正ﾉ、角刑(こ ’ て主専兼を強調すると，途
端ドノぅ‘↓しぅさ力や生じ' ↑狩{こ図3－Aは一番騨味采v､構図I,変わうてl ギう．篠
疏辱煮の嘩置のアンバランスゥV，主構荻酵*|こ大きな重み派かかぞこと |&よ) ，
丁麓釣含のとｬLた配遥'こ硬化するのて'あク． この ､ﾐとは，綱ごおいて(す倉迄が､い
かI逗重零てⅧあわかを不’ていぞ．即5構図の種し落しは」隼'ﾐ構成零素の配置り
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汁で'なく ‘緒のモチーフ，訂巧絵の制作清の意図紙見移入|亘与えろ,噌理ﾀｹ効果ド
も大きく依海すゐことが'わ↓､る。

毛チーフは計寡柳噌夫定”事柄ではなv､と思う。例えば,赤色”用し情感
凍現Lたいと＃､ ,逆三角形橘画き用いて見る人'職慰な坪鯉阜ええv､と‘ﾙ ﾗ
制作着の潅図(ｷ、計算機(ここうて(才〃汝の可能性の中の一つ世逢釈す〃にすぎな
い。 ↓ｳ､し 、一亘モチーフカ、茨定苓ｵL和ｷ､ ，例之ば．静寂を表現”こと派モチー
フなウば‘計算機'ﾐ青汁ボゥ､ フ夫配色をきせ々ととは公夫”・
構図で未定すわと、‘ぅ向題|こ対す〃我ﾉﾏの丁法も見直し、今俊の冴垢のチ洲か
クを深うて調､ こう。

慨'鞠蝋譜鰯簔:蕊1孫,輔鱒懲細蕊
’てしまう．一丁，絃の構図|ぐろ､脾硬化椎{手薄次零索のｲ立置分相関卜l沖､なウ
なM.従うて，我兵I士構図の変化′住彊諺視し統一柱のみき戯調する刑て'!Benuも；
関数を夫定'てきたこと|ﾐ癖。 ぐれて"('Pe";関数か今よい榊図を得みこ上

鱈 蓑
イいや．

相郎鱸ガヵミヒ I､よ） ，色飾励果も扱う二とﾔ呵能(ﾐｹﾗう。色力噛図|、
と'う間わ〃かは，単(ご色す"けIﾆ＃ぞ構筑平素の繊調(〈とと"ま鼎" ，異った色を配
㈹対比や茨鳴り効系,全体の色排＃る感情例象現なと､ ，実|こ郷である，
§れりのうウ，対歩上や笑喝泳相関関数|ﾐ抑処遼可能(ﾐなる。

▼

罷
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本 PDFファイルは 1982年発行の「第 23回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、

項目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式Webサイトに、

下記「過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について」を掲載し、権利者の捜索を

おこないました。そのうえで同意をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属することになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシンポジウム内部で
徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図書館)で公開されているにも拘らず、
古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報告集も含め、この度
学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の論文について、著作権者（論文を執筆された
故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、
著作権者が見つからない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、
情報学広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp)まで
お申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申し上げます。

期間： 2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日： 2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会
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